
だいじょうぶ。ともにあるこう。 (２０１９．６．４）

と いっしょにつくる三鷹の会 ニュース no.１20

■会派は６つ＋一人会派3人

自民から若手が飛び出し日本維新を加えて令和

山桜会を結成。6人の最大会派となっ

た。公明党の4人に都民ファーストを

加えた11人が新市長と共同歩調を取る

模様。60代5期以上の自民4人、民主緑

風会4人、共産党4人、いのちが大事3人、無所属、

つなぐ三鷹の会各1人は是々非々で対応。６月議

会の補正予算・代表質疑等の対応はいかに？

三鷹市議会令和山桜会：後藤貴光(幹事長)、土屋

健一、吉沼徳人、渥美典尚、池田有也、伊東光則

三鷹市議会自由民主クラブ：宍戸治重(幹事長)、

伊藤俊明、石井良司、吉野和之

三鷹市議会公明党：寺井均(幹事長）、赤松大一、

大倉あき子、粕谷稔

三鷹民主緑風会：谷口敏也(幹事長）、高谷真一朗、

岩見大三、小幡和仁

日本共産党三鷹市議会議員団：大城美幸(幹事

長）、栗原健司、紫野あすか、前田まい

いのちが大事：嶋崎英治(幹事長）、野村羊子、伊

沢けい子

無所属：半田伸明

三鷹市議会都民ファーストの会：山田さとみ

つなぐ三鷹の会：成田ちひろ

三
鷹
市
議
会
議
員

■5月臨時議会５／２１～２３
●初日は議長・副議長・監査を選挙で決定。

・議長選挙(投票総数28）

石井良司(自由民主クラブ)；14票・・当選

土屋健一(令和山桜会）；9票

髙谷真一朗(民主緑風会）；4票

無効；1票

・副議長選挙(投票総数28）

粕谷稔（公明党）；26票・・当選

無効；2票

・議会選出監査委員の予備選挙（投票総数27票）

岩見大三（民主緑風会）；15票・・当選

渥美典久（令和山桜会）；11票

無効；1票

●2日目は常任委員会、特別委員会、審議委員等

の会派割り当て。特に正副委員長ポストについて

の水面下での事前協議が続き、初日は22時半まで

かかったが、2、3日目は明るい内に終了。今まで

になく順調に進行した臨時議会だった。

野村は、前期と同様、総務委員、議

会運営委員、東京外郭環状道路調査

対策特別委員(副委員長）となった｡

また、都市計画審議会と環境保線審議会委員も担

うこととなった。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

いっしょトーク 選挙分析の会
今回の選挙結果をどうみるのか、民意はどう動

いたのか、選挙活動はどう変化してきているのか。

選挙公報やデータなどを元に、ご一緒に検討して

みましょう。

とき； 6月17日(月）19時～21時

ところ；いっしょの会スペース

(下連雀３－３３－７富士見コーポ４０１）

当日連絡先；０８０－６６５０－４１５６

◆2019年第２回定例会６月議会日程予定
６月６日(木) 本会議（一般質問）

７日（金） 本会議（一般質問）（野村の一般質問）

１０日（月） 本会議（議案上程・補正予算編成にあたっ

ての市政運営の基本的な考え方・補正予算上程）

１２日（水） 議会運営委員会

１３日（木） 本会議（議案審議・補正予算代表質疑)

１４、１７～１９日 常任委員会

２０、２１日 補正予算特別委員会

２４，２５日 特別委員会

２６日（水） 議会運営委員会

２８日（金） 本会議（委員会報告、議案等審議）



★被災地スタディツアー5/1７
●定点観測の天神平から見る楢葉町。中間処理施

設がなくなり、フレコンバ

ッグは、シートで覆われて

いる。放射線量は0.12mSv

●楢葉町の特定廃棄物最

終処分場には、地元町会

の反対の意思表示の看板。

●すっかり別の町になってし

まった富岡駅前。富岡町の避

難指示解除区域と夜ノ森。東

京電力廃炉資料館もちょっぴり見学。

●大熊町の復興

再生拠点や立派

な新大熊町役場

など帰還促進下

の現状を視察。

●いわき放射能市民測定室たらちねの新しい施設

アトリエ「ワルンペ」。

ラボそしてクリニッ

クを見学。出張甲状

腺検査を関東でも

継続している。

★５/１８さよなら原発！

三鷹アクションパレード

＆駅前スタンディング〜
その17 人数は少なかった

ですが、元気に三鷹のまち

を歩きました。

2019選挙運動 費用収支報告 書

収入

寄附 86,000 労務無償提供

その他の収入 1099471 自己資金+公費＊

総計 1,185,471

支出

人件費 86,000 労務無償提供

家屋費 30,853 4/14～20

印刷費 874830 公費負担含む＊

広告費 91,824

食料費 86,320

通信費 3,941

雑費 11,703

総計 1,185,471

＊公費負担 460,789 ポスター・選挙ビラ

■福島原発震災情報連絡センター

★総会・研修5/16
（1）報告：除染廃棄物の処理、焼却と再利用問

題ー和田央子さん（放射能ゴミ焼却を考える福島

連絡会）。福島原発事故後につくった放射性物資

•汚染対処特措法では、8000Bq/kgまで焼却 埋立処

理し、再利用も可能とされている。希釈し拡散し

ようとする様々な実態を伺いました。

（2）報告：福島第一原発過労死裁判ー裁判原告

（ご遺族）。原発構内で倒れて亡くなった方は、1

8人を越えたという。廃炉に向け持続可能な体制

構築が必要と改めて思う。

（3）報告：福島県の漁業の現状と汚染水問題ー

野崎晢さん（福島県漁業協同組合連合会会長）。

福島県における漁業の現状と復興に向けた取組

み。原発の構内を流れてくる地下水、陸のものは

陸で処理してほしい、という言葉が印象的でした。

★５/１４外環道訴訟口頭弁論
再度裁判官が交代し、弁

論の更新。弁護士と原告が

が口頭で陳述。報告院内集

会では司会を務めました。

次回は9月9日14時～。

野村羊子といっしょにつくる三鷹の会news No.120

〒181-0013 東京都三鷹市下連雀3-30-12-104

Tel&Fax:0422-72-2425

E-mail：issyonokai@nomura-yoko.net

Url：http://www.nomura-yoko.net

郵便振替口座：00160-2-335606
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